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東
京
・
ラ
ピ
ロ
ス
六
本
木
で「
ぎ
ふ
・
組
合
等
産
品
フ
ェ
ア
」開
催　

２

県「
経
済
変
動
緊
急
対
策
特
別
融
資
制
度
」始
ま
る　

８

中
央
会
の
研
修
等　

２
・
３　

組
合
等
の
動
き（
記
念
式
典
、イ
ベ
ン
ト
等
）　

４
・
５

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ラ
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ト
）　

６　

八
月
の
景
況
調
査　

７

事
務
局
だ
よ
り（
異
業
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
ぎ
ふ
、ベ
ン
チ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
の
場
ご
案
内
）　

９

　

飛
騨
地
域
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
、
岐
阜
県
が
高
山
市
千

島
町
で
建
設
を
進
め
て
い
た

「
飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン

タ
ー
（
愛
称

：

飛
騨
セ
ン

タ
ー
）」（
総
事
業
費
約
百
七
十

億
円
）
が
七
月
に
開
館
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
敷
地
面
積
約
四
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
（
一
部
木
造
）
地
上
五

階
・
地
下
二
階
建
て
延
べ
二
万
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
屋

外
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
ふ
れ
あ

い
広
場
を
中
心
に
、
メ
イ
ン
ア

プ
ロ
ー
チ
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、

飛
騨
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、

飛
騨
芸
術
堂
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

温
故
知
新
、
食
遊
館
が
配
置
さ

れ
、
回
廊
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　

飛
騨
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
は
、
広
さ
千
九
百
六
十

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
二
千
人
が
収
容
で
き
、
見
本
市
、
展

示
会
、
大
規
模
な
会
議
、
音
楽
・
芸
能
公
演
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き
る
。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
面
積
千
百
四
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
、
物
産
展
、
体
験
教
室
等
が
開
催

で
き
る
。
ま
た
、
広
場
か
ら
は
壮
大
な
北
ア
ル
プ
ス
の

山
々
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

飛
騨
芸
術
堂
は
、
面
積
六
百
九
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
。

五
百
人
収
容
で
き
る
小
ホ
ー
ル
で
、
国
際
会
議
か
ら
発
表

会
ま
で
使
い
や
す
い
多
目
的
ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
温
故
知
新
は
、
飛
騨
の
生
活
文
化
を

テ
ー
マ
に
し
た
常
設
展
示
室
、
企
画
展
示
室
、
各
種
情
報

を
デ
ジ
タ
ル
ベ
ー
ス
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
工

房
が
あ
る
。

　

食
遊
館
は
、
各
種
会
議
と
飛
騨
の
食
文
化
を
提
供
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。

　
「
日
本
の
ま
ん
真
ん
中
・
飛
騨
」、「
日
本
の
ふ
る
さ
と
・

ひ
だ
」
に
誕
生
し
た
当
セ
ン

タ
ー
は
、
今
な
お
豊
か
な
民
族

文
化
が
根
付
い
て
い
る
。
こ
う

し
た
民
族
文
化
を
素
材
に
し
て

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
飛
騨
地

域
の
中
核
と
し
て
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
場
産
業
の
振
興
や
観
光
客
の
誘
致
に
よ
る
地

域
経
済
へ
の
貢
献
、
文
化
活
動
に
よ
る
地
域
活
動
や
地
域

間
交
流
の
活
性
化
、
さ
ら
に
、
地
域
・
日
本
全
国
及
び
世

界
へ
向
け
て
の
「
再
発
見
し
た
飛
騨
の
魅
力
」
の
発
信
と
、

飛
騨
地
域
が
観
光
都
市
に
加
え
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市

と
し
て
、
飛
騨
を
訪
れ
る
多
く
の
人
々
に
、
飛
騨
で
し
か

味
わ
え
な
い
空
気
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
新
し
い
魅
力
が

加
わ
っ
た
。

飛
騨
地
域
活
性
化
の
拠
点

飛
騨
・
世
界
生
活　
　
　

文
化
セ
ン
タ
ー
開
館

�
…『
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
出
会
い
の
場
』開
催
。　

月　

日　

・　

時
〜　

時
、岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー「
で
愛
ド
ー
ム
」。

11

16

（金）
10

16

お
申
し
込
み
等
は
、　

岐
阜
県
研
究
開
発
財
団　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
事
務
局
・
℡
〇
五
八
三（
八
四
）二
二
三
五
ま
で
。

（財）
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中
央
会
は
、
組
合
特
定
問
題
研
究

会
と
し
て
、『
組
合
に
お
け
る
登
記
事

務
の
留
意
点
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

修
会
を
、
九
月
二
十
一
日
に
県
民
ふ

れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
組
合
役
職
員
ら
約

百
人
が
出
席
。

　

岐
阜
地
方
法
務
局
登
記
部
門
の
宮

崎
俊
治
統
括
登
記
官
を
講
師
に
招
き
、

登
記
の
重
要
性
や
組
合
に
お
け
る
登

記
の
手
続
方
法
、
登
記
申
請
書
作
成

に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
事
項
等

に
つ
い
て
研
修
し
、
理
解
を
深
め
た
。

　

こ
の
ほ
か
宮
崎
統
括
登
記
官
は
、

岐
阜
地
方
法
務
局
で
の
本
年
五
月
か

ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
伴
い
、
従

来
の
登
記
簿
謄
本
が
�
現
在
事
項
全

部
証
明
書
�
と
な
り
、
様
式
が
変
更

�
�
�
�
�
�
�
�
	

組
合
特
定
問
題
研
究
会

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
登
記
の
際
に
役
立
つ
事
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
中
央
会
よ
り
配
布
さ

れ
た
。
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�
�
�
�
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�
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ぎ
ふ
・
組
合
等
産
品
フ
ェ
ア
を
開
催

　

中
央
会
は
十
月
一
日
か
ら
二
日
間
、

東
京
都
港
区
の
ラ
ピ
ロ
ス
六
本
木
で

『
ぎ
ふ
・
組
合
等
産
品
フ
ェ
ア　

ラ
in

ピ
ロ
ス
六
本
木
』
を
開
催
し
、
県
内

産
品
の
試
食
・
展
示
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
組
合
等
産
品
成
果

普
及
交
流
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、

経
営
資
源
交
流
会
を
開
催
し
、
首
都

圏
の
企
業
や
一
般
消
費
者
に
対
し
て
、

産
品
の
市
場
性
の
評
価
と
、
直
接
新

し
い
産
品
に
ふ
れ
あ
う
場
を
提
供
し
、

新
規
取
引
な
ど
の
活
路
開
拓
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

会
場
で
は
、
通
勤
途
中
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
Ｏ
Ｌ
や
主
婦
な
ど
が
立

ち
寄
り
、
岐
阜
県
の
新
し
い
産
品
展

示
品
の
説
明
を
聞
い
た
り
、
試
食
な

ど
を
行
い
な
が
ら
事
務
局
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
協
力
を
得
た
。

　

両
日
に
わ
た
り
、
首
都
圏
の
中
小

企
業
者
と
専
門
家
を
招
き
、
各
出
展

者
の
展
示
品
に
対
す
る
交
流
会
を

行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
ど
の
商
品
も

そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
お
も
し
ろ

い
が
、
販
売
経
路
に
関
し
て
は
各
産

品
と
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
異
な
り
、
個

別
に
考
え
る
こ
と
。
各
産
品
を
高
級

志
向
製
品
や
地
域
限
定
な
ど
、
販
売

方
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
な
ど

の
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
た
。（
詳
細

は
組
合
等
活
性
化
情
報
・
冬
季
号
に

掲
載
予
定
。）

　

ま
た
、
岐
阜
県
の
交
流
産
業
課
よ

り
「
岐
阜
県
ま
る
ご
と
パ
ビ
リ
オ
ン

飛
騨
美
濃
体
験
博　

」
キ
ャ
ン
ペ
ー

21

ン
レ
デ
ィ
（
田
崎
知
子
さ
ん
、
浅
野

裕
貴
子
さ
ん
、
新
野
浩
子
さ
ん
）
の

協
力
を
得
た
。

　

出
展
者
と
主
な
展
示
・
試
食
品
は

次
の
と
お
り
。

　

▽
岐
阜
県
石
膏
型
工
業
協
同
組
合

＝
石
膏
製
品
（
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
、

オ
ブ
ジ
ェ
等
）

　

▽
土
岐
市
陶
磁
器
商
業
協
同
組
合

＝
高
強
度
磁
器
製
食
器
（
給
食
食
器

等
）

　

▽
ア
パ
レ
ル
研
究
「
ス
カ
ラ
ベ
会
」

＝
ア
パ
レ
ル
製
品
（
婦
人
服
等
）

　

▽
協
同
組
合
い
び
石
＝
い
び
石

（
ミ
ニ
庭
園
、
菊
石
等
）

　

▽
飛
騨
清
見
ク
ラ
フ
ト
＝
木
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
木
工
製
品
、
陶
器
等

　

▽
岐
阜
県
米
菓
工
業
協
同
組
合
＝

あ
ら
れ
、
せ
ん
べ
い
等

　

▽
岐
阜
県
製
麺
協
同
組
合
＝
烏
骨

鶏
麺

　

▽
菓
匠　

白
雲
堂
＝
ま
い
た
け
ご

飯
、
と
ち
も
ち
、
五
平
餅
、
み
た
ら

し
だ
ん
ご
等

�
…『
Ｚ
＠
ｉ　

Ｋ
ｅ
ｉ　

あ
り
ま
す
か　

し
て
ま
す
か
』　　

月
は「
財
形
制
度
普
及
促
進
月
間
」で
す
。

10

�
�
�
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�
�
�
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中
央
会
は
、『
組
合
情
報
化
推
進
研

修
事
業
』
と
し
て
、
十
月
中
に
県
下
三

会
場
で
パ
ソ
コ
ン
研
修
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
組
合
役
職
員
及
び
組

合
員
企
業
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象

に
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業

組
合
等
の
一
層
の
情
報
化
促
進
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
利
用
の
レ
ベ
ル
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

岐
阜
会
場
は
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
ド

リ
ー
ム
コ
ア
で
十
月
二
、
九
日
（
十
一
月

八
日
・
追
加
）、
東
濃
会
場
は
多
治
見

商
工
会
議
所
で
十
月
十
二
、
二
十
二

合
ふ
る
さ
と
薬
膳
森
樹
」（
前
島
節
子

理
事
長
、
組
合
員
五
十
九
人
）
と

「　

ア
ル
ソ
ア
本
社
」（
滝
口
友
樹
哉

（株）
代
表
取
締
役
社
長
）
の
化
粧
品
工
場
。

　

企
業
組
合
ふ
る
さ
と
薬
膳
森
樹
は
、

組
合
員
す
べ
て
が
女
性
で
組
織
さ
れ

て
い
る
。
遊
休
農
地
を
活
用
し
、
低

�

�
�
�
�
�
�
�
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世
紀
職
業
財
団
岐
阜
事
務
所

（財）
21

主
催
、　

県
情
報
産
業
協
会
共
催
の

（社）

『
第
一
回
業
種
別
使
用
者
会
議
（
情
報

産
業
）』
が
九
月
二
十
八
日
に
大
垣

市
・
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。

　

こ
の
会
議
は
、
同
財
団
の
「
女
性
の

能
力
開
発
促
進
事
業
」
と
し
て
、
女
性

の
社
会
進
出
が
進
む
中
で
、女
性
が
能

力
を
発
揮
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た

め
の
取
り
組
み
の「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
」に
つ
い
て
、
毎
年
ア
パ
レ
ル
業
や

印
刷
業
等
、
各
業
種
を
対
象
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
情
報
産
業
を
対
象
に
、

関
連
企
業
の
担
当
者
や
専
門
委
員
ら

約
二
十
名
が
出
席
。
各
企
業
に
お
け

る
女
性
の
活
用
状
況
や
職
場
環
境
づ

く
り
な
ど
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
た
。

中
に
は「
女
性
活
用
に
は
積
極
的
に
努

力
し
て
お
り
、
現
在
、
専
門
職
で
は
男

女
差
を
全
く
無
く
し
た
」と
い
う
企
業

も
あ
っ
た
。

　

専
門
委
員
か
ら
は
「
在
宅
勤
務
な

ど
、新
た
な
就
業
方
法
で
女
性
活
用
の

拡
大
を
検
討
す
べ
き
」
と
の
意
見
や
、

座
長
の
岐
阜
経
済
大
学
の
竹
内
治
彦

教
授
は「
女
性
活
用
は
�
人
材
を
逃
さ

な
い
�
こ
と
に
価
値
観
を
持
っ
て
考
え

る
べ
き
」な
ど
と
述
べ
た
。

�
…『
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
均
等
な
機
会
を
』　

労
働
者
の
募
集
・
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、年
齢
を
理
由
と
し
て
募
集
・
採
用
の
対
象
か
ら
排
除
し
な
い
よ

　
　
　
　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
、飛
騨
会
場
は
高
山
商
工
会
議
所
で

十
月
十
七
、
二
十
四
日
で
、
各
会
場
と

も
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
」
の
初
級
と
応
用
を
実

施
。

　

十
月
二
日
に
行
わ
れ
た
岐
阜
会
場

の「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
初
級
」の
研
修
で
は
、グ

レ
ー
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク　

よ
り
講
師
を
派
遣
。
二
十
四
名
の

（株）
参
加
者
は
文
書
作
成
や
表
作
成
、
書

式
設
定
等
に
つ
い
て
技
術
を
習
得
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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中
央
会
・
パ
ソ
コ
ン
研
修
を
開
催

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
企
業
視
察
と
懇
談
会

　

中
央
会
と
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

（
加
藤
智
子
会
長
）
は
、
九
月
二
十

六
日
か
ら
二
日
間
、
先
進
企
業
視
察

事
業
の
一
環
と
し
て
、
山
梨
県
の
先

進
企
業
・
組
合
視
察
と
女
性
部
と
の

交
流
・
懇
談
会
を
行
っ
た
。

　

視
察
先
は
、
山
梨
県
の
「
企
業
組

農
薬
有
機
野
菜
栽
培
と
薬
膳
料
理
の

研
究
開
発
・
販
売
（
レ
ス
ト
ラ
ン
経

営
）
ま
で
、
一
貫
し
て
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
て
お
り
、
農
業
振
興
や
地

域
活
性
化
を
図
る
全
国
的
に
も
め
ず

ら
し
い
組
合
。

　

同
組
合
と
の
懇
談
会
で
、
参
加
し

た
会
員
ら
は
、
同
組
合
で
活
躍
す
る

女
性
た
ち
の
、
組
合
事
業
等
に
対
す

る
旺
盛
な
意
欲
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

組
合
が
作
っ
て
い
る
薬
膳
料
理
を
味

わ
っ
た
。

　
　

ア
ル
ソ
ア
本
社
は
、
無
添
加
・

（株）
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

情
報
産
業
・
業
種
別
使
用
者
会
議

無
香
料
の
化
粧
品
、
健
康
食
品
の
開

発
・
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
環
境
に

配
慮
し
た
最
新
設
備
、
従
来
の
工
場

の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
と
充
実
し
た

生
産
設
備
を
視
察
し
た
。

　

ま
た
、「
届
け
よ
う
岐
阜
の
香
り
を

伝
え
よ
う
山
梨
の
風
を
」
を
テ
ー
マ

に
、
山
梨
県
中
央
会
の
女
性
部
（
東

條
初
恵
会
長
、
会
員
二
五
三
人
）
と

の
交
流
・
懇
談
会
を
行
い
、
女
性
部

の
今
後
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
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岐
阜
県
花
崗
岩
販
売
協
同
組
合

（
畔
柳
勝
男
理
事
長
）
の
組
合
員
三

十
二
名
は
、
岐
阜
県
職
業
能
力
開
発

協
会
が
実
施
す
る
国
家
検
定
制
度

『
技
能
検
定
』
の
「
石
材
施
工
」
の

学
科
・
技
能
試
験
を
受
検
し
た
。

　

今
回
の
石
材
施
工
の
実
技
試
験
は
、

御
影
石
で
有
名
な
恵
那
郡
蛭
川
村
で

実
施
さ
れ
、
岐
阜
県
内
で
は
初
め
て

の
実
施
。
同
組
合
の
組
合
員
ら
は
、

九
月
一
日
の
石
材
施
工
の
実
技
試
験

（
石
積
み
作
業
）、
九
日
の
学
科
試
験

（
石
積
み
施
工
法
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ

一
級
、
二
級
に
分
か
れ
て
受
検
し
た
。

合
格
者
に
は
「
技
能
士
」
の
資
格
が

与
え
ら
れ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



県
機
械
金
属
商
業　

・　

周
年
記
念
式
典

（協）
30

　

岐
阜
県
機
械
金
属
商
業
協
同
組
合

（
石
田
勝
俊
理
事
長
）
は
、
十
月
二

日
に
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
『
創

立　

周
年
記
念
式
典
』
を
開
催
し
た
。

３０

　

式
典
に
は
、
組
合
員
ら
約
六
十
人

の
ほ
か
、
県
岐
阜
地
域
振
興
局
の
新

家
武
彦
局
長
や
中
央
会
の
辻
正
会
長
、

全
日
本
機
械
工
具
商
連
合
会
の
岡
野

擴
造
会
長
ら
十
一
人
が
来
賓
と
し
て

出
席
。

　

石
田
理
事
長
は
、「
Ｉ
Ｔ
化
や
流
通

シ
ス
テ
ム
の
変
化
な
ど
、
機
械
金
属

業
界
も
解
決
す
べ
き
新
た
な
問
題
に

直
面
し
て
い
る
が
、
組
合
員
が
生
き

残
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

　

岐
阜
県
印
刷
工
業
協
同
組
合
（
四

橋
英
児
理
事
長
）は
、十
月
五
日
に『
設

立　

周
年
記
念
式
典
』を
岐
阜
市
の
長

50
良
川
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

式
典
に
は
来
賓
と
し
て
中
央
会
の
辻

正
会
長
や
組
合
員
ら
約
百
人
が
出
席
。

　

四
橋
理
事
長
は
「
式
典
は
、
諸
先
輩

方
の
努
力
への
感
謝
の
気
持
ち
、
社
会
へ

の
貢
献
、組
合
員
相
互
の
懇
親
、と
い
う

思
い
を
込
め
て
開
催
し
た
。
今
後
も
組

合
設
立
の
趣
旨
を
忘
れ
ず
新
た
な
事

　

協
同
組
合
飛
騨
木
工
連
合
会
（
関

道
朗
理
事
長
）
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
は
、
九
月
十
五
日
か
ら
六

日
間
『
二
〇
〇
一
オ
ー
ル
飛
騨
・
高

山
木
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
。

　

大
鹿
洪
司
（　

大
鹿
印
刷
所
）、
小

（株）

野
木
豊
三
（　

慶
進
社
）、
安
藤
敏
雄

（株）

（
安
藤
印
刷　

）、
豊
田
弘
一
（　

ト
ヨ

（株）

（有）

タ
印
刷
）、
澤
嶋
武
（
西
濃
印
刷　

）、
（株）

森
英
一（
森
印
刷　

）、酒
井
照
峯（
酒

（株）

井
印
刷
）、高
橋
政
雄（　

印
刷
の
栄
文

（株）

社
）、
山
田
行
夫
（
大
洞
印
刷　

）、
中

（株）

島
俊
宥（　

大
丸
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
）

（株）

グ
セ
ッ
ト
等
を
中
心
に
約
四
千
点
を

出
品
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
が

来
場
者
の
目
を
引
き
付
け
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
初
日
か
ら
家
族

連
れ
等
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、

飛
騨
高
山
の
匠
の
技
を
堪
能
し
て
い

た
。

�
…『
ゆ
と
り
っ
て
、ス
ト
ー
リ
ー
。―
ゆ
と
り
の
時
間
か
ら
、豊
か
な
暮
ら
し
の
物
語
が
は
じ
ま
り
ま
す
―
』　

月
は
ゆ
と
り
創
造
月
間
で
す
。

11
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�

���

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

県
印
刷
工
業　

・　

周
年
記
念
式
典

（協）
50

　

ま
た
、
こ
の
十
年
間
の
組
合
活
動

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
上
映

し
、
総
会
や
懇
談
会
、
青
年
部
の
活

動
等
を
写
真
で
振
り
返
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



飛
騨
・
高
山
木
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
」
と
決

意
を
新
た
に
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
活
動
の
功
労
者
に
感
謝

飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、隔
年
で
開

催
さ
れ
る
飛
騨
の
家
具
業
界
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
。
注
目
は
飛
騨
の
家
具
や

木
製
品
を
展
示
し
た
「
飛
騨
・
高
山

グ
ッ
ド
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
展
」。
飛
騨
木
工

連
の
二
十
四
社
と
五
団
体
が
リ
ビ
ン

�
�
�
�
��
�
�
	

岐

阜
県
職
業
能
力
開
発
協
会

�
�
�
�
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�
…『
び
わ
湖
国
際
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
二
〇
〇
一
』開
催
。　

月　

日（
水
）〜　

日（
土
）・　

時
〜　

時
。【
長
浜
会
場
】長
浜
ド
ー
ム

11

14

17

10

17

【
米
原
会
場
】文
化
産
業
交
流
会
館
。お
問
い
合
わ
せ
は
、滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
実
行
委
員
会
・
℡
〇
七
七（
五
二
八
）三
七
九
三
ま
で
。

　

多
治
見
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
協
同

組
合
（
藤
垣
孟
理
事
長
）
は
、
十
月
七

日
か
ら
二
日
間
、
同
卸
セ
ン
タ
ー
で

『
第　

回
た
じ
み
茶
碗
ま
つ
り
』
を
開

24
催
し
、
両
日
で
約
二
十
五
万
人
が
来

場
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
メ
イ
ン
道
路
の
「
美

濃
焼
陶
磁
器
大
廉
売
市
」
で
は
組
合

員
企
業
三
十
二
社
が
五
十
の
テ
ン
ト

に
出
店
。市
価
よ
り
三
〜
四
割
安
で
陶

磁
器
の
販
売
を
行
い
、
多
く
の
買
い
物

客
で
賑
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
十
八
社
に
よ
る
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
・
倉
庫
を
開
放
し
た
蔵
出
し
セ
ー
ル

や
、
来
場
者
が
持
ち
寄
っ
た
陶
磁
器
の

割
れ
物
等
を
一
キ
ロ
当
た
り
五
十
円

の
金
券
に
交
換
す
る
「
陶
磁
器
下
取

り
・
リ
サ
イ
ク
ル
」等
も
行
わ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

白
鳥
町
で
親
子
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

白
鳥
町
上
本
町
振
興
協
同
組
合

（
野
々
村
昇
理
事
長
）は
、九
月
十
五
日

か
ら
二
日
間
、
郡
上
郡
白
鳥
町
上
本

町
で『
白
鳥
親
子
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』を

開
催
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、　

県
産
業
経
済
振

（財）

興
セ
ン
タ
ー
の
「
商
店
街
活
性
化
モ
デ

ル
支
援
事
業
」
の
補
助
を
受
け
て
、
白

鳥
町
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
実
施
し
た
も
の
で
、
昨
年
に
引
き
続

き
二
回
目
の
開
催
。

　

今
回
は
自
然
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
テ
ー

マ
に
、
小
動
物
園
の
設
置
や
ポ
ニ
ー
乗

馬
、
郷
土
芸
能
や
地
元
幼
稚
園
児
に

よ
る
鼓
笛
隊
、
バ
ン
ド
演
奏
や
ビ
ン
ゴ

　

岐
阜
天
然
木
化
粧
合
単
板
工
業
協

同
組
合
（
神
部
守
功
理
事
長
）
は
、

九
月
十
八
日
か
ら
二
日
間
、
岐
阜
産

業
会
館
で
『
第　

回
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ス

11

テ
ィ
バ
ル
』（
優
良
ツ
キ
板
展
示
即
売

会
）
を
開
催
し
た
。

　

ツ
キ
板
は
、
松
や
メ
ー
プ
ル
等
の

天
然
木
を
〇

・

一
六
〜
〇

・
五
五
ミ

リ
ほ
ど
の
厚
さ
に
ス
ラ
イ
ス
し
、
家

具
や
住
宅
建
材
等
に
使
用
す
る
。

　

こ
の
展
示
即
売
会
は
全
国
的
に
も

　

岐
阜
県
印
刷
工
業
組
合
（
林
初
彦

理
事
長
）
と
実
行
委
員
会
は
、
九
月

二
十
九
日
か
ら
二
日
間
、
岐
阜
産
業

会
館
で
『
二
〇
〇
一
岐
阜
印
刷
関
連

機
材
展
』
を
開
催
し
た
。

　

三
年
ぶ
り
と
な
っ
た
今
回
は
、
全

者
二
十
一
社
が
約
六
百
三
十
点
出
品
。

二
日
目
に
は
入
札
に
よ
る
即
売
会
が

行
わ
れ
、
全
国
か
ら
大
勢
の
取
扱
い

業
者
ら
が
買
い
付
け
に
訪
れ
た
。

　

出
品
者
は
「
ツ
キ
板
の
需
要
は
減

少
傾
向
だ
が
、
室
内
灯
の
カ
バ
ー
な

ど
新
た
な
需
要
開
拓
も
始
ま
っ
て
お

り
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
用
途
を
広
げ

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

商
談
を
行
っ
た
ほ
か
、「
岐
阜
の
印
刷

展
示
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
県
内
の
印
刷

業
者
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
出
版

物
、
包
装
紙
等
の
身
近
な
印
刷
製
品

が
約
百
点
展
示
さ
れ
、
一
般
来
場
者

に
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。
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ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、
白
鳥
町
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第　

回
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11 の
協
力
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
や

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
展
示
等
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
、
大
勢
の
親
子
連
れ
や

子
供
達
で
賑
わ
っ
た
。

�
�
��
�
�
�
��
�
�

　

岐
阜
印
刷
関
連
機
材
展

'01

注
目
さ
れ
て
お
り
、
県
内
の
ほ
か
愛

知
、
静
岡
、
大
阪
の
ツ
キ
板
製
造
業

国
か
ら
印
刷
関
連
機
材
の
商
社
三
十

九
社
が
出
展
し
た
。

　

林
理
事
長
は
「
今
回
は
単
な
る
印

刷
機
材
の
展
示
会
で
は
な
く
、
印
刷

製
品
も
展
示
し
て
お
り
、
日
常
生
活

に
印
刷
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

会
場
に
は
多
く
の
業
者
ら
が
訪
れ
、

�
�
�
�
�
�
�
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第　

回
た
じ
み
茶
碗
ま
つ
り
を
開
催
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

オランダで岐阜県企業大活躍
～イビデン・ヨーロッパ社訪問～

岐阜県ライゼンハウト駐在員　村　田　　高　広

イビデン・ヨーロッパ本社の田代社長（左）、河田氏（中）、御田村氏（右）

●貿易立国オランダ
　日本で聞くオランダの一般的なイメージといえば、
チューリップ、風車、チーズなど、のどかな農業国と
いったところだろうか。世界一の花の輸出量、国土の
半分を占める農耕地、盛んな酪農など優れた農業国で
あることに違いはない。
　しかし、実際には農漁業のＧＤＰに占める割合はわ
ずか３％に過ぎず、その４分の１を貿易によって生み出
す貿易立国であり、４００年もの昔、遠い東洋の島国、鎖
国中の“日本”と唯一取引を許されていたことからも、
古来から“貿易上手”な国であることが伺える。また、
約７０００の外資系企業が進出し、ヨーロッパを中心にグ
ローバルな経済圏を持つ国である。

●岐阜県企業の活躍
　イビデン・ヨーロッパは、イビデン株式会社（本社大
垣市）のヨーロッパへの製品販売拠点としてオラン
ダ・アムステルダム郊外に事務所を構える多国籍企業
である。オランダの他、フィンランド・ヘルシンキとフ
ランス・パリに支社を持ち、社員数１７名（うち日本人駐
在員７名、現地採用１０名）。
　イビデンは近年、ディーゼル自動車における欧州の
厳しい排ガス規制をクリアする、超高性能セラミック
フィルターの開発において世界最先端技術をもちフ
ランス、ドイツの大手自動車メーカーと専売契約を結
んでいるほか、電子部品のプリント基板市場で北米、
ヨーロッパの“最先端部分”において大きなシェアを
占めるなど活躍がめざましい企業である。
　ヨーロッパ本社社長の田代 泉氏はヨーロッパ（世
界）進出の成功の理由を「我々の技術・製品を求めてい
る企業がそこにあったから」と軽く言ってのけるが、
そこには世界最先端技術に裏打ちされた必然性があ
ることは言うまでもない。

●オランダの事業環境
　同社がオランダにヨーロッパ本社を構える理由に
ついて、同氏は「ヨーロッパの中心に位置し、ロッテル
ダム港、スキポール空港をはじめとした世界有数の物
流インフラの整備、規制緩和による外資系企業進出の
環境整備、行き届いた語学（英語）教育など」と説明す
る。　
　実際にオランダには世界中の企業がヨーロッパに

おける生産・流通・販売の
拠点として進出し、最近の
アメリカ調査会社の調査
によると“世界一”事業環
境の優れた国であるとい
う結果が出ている。こうし
たインフラだけでなく「契
約社会であり、合意したこ
とについて仕事がスムー
ズに進む」（同氏）というソ
フト面での合理性も持ち
合わせている。
　しかし、悩みもある。「朝７時半に出勤し、午後４時に
はきっちり帰宅（フレックス制）。年間２５日の有休休暇
はほぼ消化し、さらに病気休暇、引っ越し、家族が・・・
といっては休みを取る。年間の実質労働時間は日本人
の半分くらいなのでは」（同氏）。また、こちらではオラ
ンダ人は質実剛健、勤勉でよく働くという通説がある
が多くの日本人は「そうは思わない」と言う。時間内は
真面目に働くが、あくまでマイペースであり、急ぐと
いうことを知らない。こういった悩みは日系企業の経
営者共通の悩みのようだが、これはオランダ（に限ら
ず多くのヨーロッパ諸国にいえることだが）と日本の
「労働文化の違い」ということで受け入れざるを得な
いのである。

●オランダでの生活
　駐在員としてオランダで暮らすには苦労も多い。赴
任して５年になる河田知之氏は「一番困惑するのは医
療システム。こちらはホームドクター制なので、歯が
痛い時や急病の時でもまずホームドクターに相談。ま
わりくどいアポ取りをしてからやっと『何日何時に来
てください』と。子供が高熱を出しても『２・３日寝てい
て熱が下がらなければ来てください』と言われるだ
け。」医療システムや考え方の違いであり、“多くの税
金を使う医療サービスは本当に必要な人の為にある”
のであり、“自然治癒で治る病気は病院に来る必要は
ない”のだそうだ。
　もちろん良いところもある。御田村真司氏曰く「オ
ランダ人は親切。特に女性や老人には自然に手をさし
のべる。また、個人個人が自立していて、自由に対する
自己責任が浸透している」という。前述の“労働文化の
違い”から「日本にいる時より家族と過ごす時間が作
れるようになった」と言い、家庭を大切にするオラン
ダ社会と仕事優先の日本社会の違いを実感している
という。

●最後に
　ヨーロッパで生活していると、“経済に国境はない”
ことを実感する。日本でも“グローバル化”が声高に叫
ばれているが、ここではごく自然にボーダーレスの経
済が形成されており、今や国境を越えた事業展開抜き
には、企業の発展は望めない。
　「これからは国際競争が益々激しくなり、企業経営
も厳しい時代が続くだろう。地域、国内だけではなく、
広く世界に目を向ければ活路が見えてくるのでは」と
いう田代氏の言葉には、世界の第一線で活躍する多国
籍企業の“神髄”が見て取れる。
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県内中小企業主要業種の景気動向
（8月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

8月景況調査

出
荷
の
本
格
化
と

い
っ
た
プ
ラ
ス
要

因
は
弱
く
、個
人
消

費
が
低
迷
す
る
中

で
、低
価
格
商
品
へ

の
消
費
者
指
向
、公

共
工
事
の
遅
れ
・
減

ほ
ぼ
全
業
種
で
悪
化

景
況
感
は 
△ 　
　

台
へ

50

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
八
月
の
特
色
』と『
十
一

月
ま
で
の
景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お

り
。

　
〔
八
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
景
況
悪
化
下
げ
止
ま

ら
ず
②
収
益
悪
化
が
拡
大
―
と
な
っ
て
い

る
。

　

八
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン

53

ト
で
、前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に

46

対
し
７
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
と
な
っ
て
い
る
。

　

例
年
、こ
の
時
期
の
公
共
工
事
、秋
冬
物

少
に
よ
り
業
者
間
で
の
受
注
競
争
が
激
し
く
、

収
益
が
あ
が
ら
な
い
等
、景
況
は
大
き
く
悪
化

し
て
い
る
。景
況
悪
化
が
全
般
の
業
種
に
見
ら

れ
、下
げ
止
ま
り
感
は
な
い
。

　
〔
十
一
月
ま
で
の
見
通
し
〕十
一
月
ま
で
の
景

気
動
向
予
想
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト

65

で
、当
月
実
績
に
対
し　

ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
と

12

な
っ
て
お
り
、悪
化
業
種
が
拡
大
す
る
と
と
も

に
、更
に
厳
し
い
景
況
予
想
と
な
っ
て
い
る
。

　

観
光
、公
共
工
事
等
の
プ
ラ
ス
要
因
へ
の
期

待
が
見
ら
れ
ず
、景
況
感
は
ほ
と
ん
ど
の
業
種

で
悪
化
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
。

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△▲▲プ ラ ス チ ッ ク
→△△▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△△▲タ イ ル
→△△△△▲窯 業 原 料
→▲▲▲▲▲耐 火 れ ん が
→▲▲▲▲▲石　 　 灰
→△△▲▲▲生　 コ　 ン
→△△△▲▲砂 利 生 産
→▲△▲▲▲砕 石 生 産
→▲△△△△鋳　 　 物
→▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→▲△▲▲▲刃物等金属製品 （内需） 
→▲△▲▲▲メ　 ッ　 キ
→▲△▲▲▲県 金 属 工 業 団 地
→△△△▲▲可 児 工 業 団 地
→▲▲▲▲▲金　 　 型
→▲△○△▲機械工具・工作機械
→▲▲▲▲▲電 気 機 械 器 具
→△△△○○輸 送 機 器
→△△○○○各種物産品（観　 光）
→▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
→▲△－▲▲陶　 磁　 器
→△△○－○総 合 卸 売 業
→△－△△△青　 　 果
→△△△△△水　 産　 物
→▲△－▲▲家 電 機 器 販 売
→▲△▲▲▲メ ガ ネ 販 売
→△△△△○中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→▲▲▲▲▲味 噌 ・ 醤 油
→△△△△△豆 腐 製 造
→△△△△○食 肉 （ 国 産 ）

→▲△▲▲△菓　 　 子
→▲△△▲○米　 　 菓
→▲▲▲△△酒　 　 造
→△△▲○○米　 　 穀
→△▲▲△△ね　 ん　 糸
→△△△▲△織 物 染 色
→▲△△△△ニ ッ ト 工 業
→△△△△△毛　 織　 物
→▲△▲▲▲合 成 繊 維 織 物
→△△▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→△▲△△○靴　 　 下
→▲△△△○メ ン ズ ア パ レ ル
→▲△▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
→▲▲▲△△縫　 　 製
→▲△△△▲製　 　 材
→△－△△△銘　 　 木
→△△△△△集　 成　 材
→▲△▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
→▲△▲▲▲家 具 （ 飛 騨 ）
→△△△△△東 濃 ひ の き
→△△△△△家　 庭　 紙
→△△△△△特　 殊　 紙
→▲▲▲▲▲紙　 加　 工
→▲○▲△△印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△△石 油 製 品 販 売
→▲△－△△共 同 店 舗
→▲△▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
→△△▲▲▲大 垣 市 商 店 街
→▲▲△▲▲多 治 見 市 商 店 街
→▲△－▲▲恵 那 市 商 店 街
→△－▲△△高 山 市 商 店 街
→▲△▲▲▲車 体 整 備
→△－△△△タ イ ヤ 整 備
→△○－▲▲長 良 川 畔 旅 館
→△△▲△△下 呂 温 泉 旅 館
→▲△△▲△高 山 旅 館
→▲▲△▲▲ク リ ー ニ ン グ
→▲▲－▲▲広 告 美 術
→▲▲▲▲▲情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△▲△映 像 制 作
→▲△▲▲▲飲　 食　 業
→▲△▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
→△▲△○－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△○▲土木・建築（羽島）
→▲－▲▲△建 築 （ 各 務 原 ）
→△△▲△△鋼 構 造 物
→△△△△○電 気 工 事
→△△△△△管 設 備 工 事
→▲△▲▲▲建 築 板 金
→▲▲▲▲▲建　 　 具
→▲△▲▲▲産直住宅（付知地区）
→△△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△△▲▲▲貨 物 運 送 （ 県 域 ）

�
…「
平
成　

年
度
研
究
成
果
発
表
会
」開
催
。　

月
８
日　

か
ら
二
日
間
、ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン「
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
」。

13

11

（木）

　
　
　
　

お
問
合
せ
等
は
、　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
・
地
域
結
集
型
共
同
研
究
推
進
室
・
�
〇
五
八
四（
七
七
）一
一
三
八
ま
で
。

（財）
ポイ
ント
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岐
阜
県
は
、
県
下
中
小
企
業
に
対

す
る
金
融
支
援
と
し
て
、
十
月
十
八

日
か
ら
「
経
済
変
動
緊
急
対
策
特
別

融
資
制
度
」
の
運
用
を
始
め
ま
す
。

　

現
在
の
県
中
小
企
業
資
金
融
資
制

度
の
六
資
金
に
、
期
限
を
定
め
た
特

例
措
置
（
融
資
利
率
等
）
を
設
け
、

融
資
枠
百
億
円
（
十
三
年
度
分
）
の

金
融
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
目
的
】
①
県
内
中
小
企
業
（
地
場
産

業
）
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

対
策
（
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、

「
特
に
頑
張
っ
て
い
る
企
業
」
や
「
今

後
、
大
い
に
成
長
性
が
あ
る
企
業
」

を
支
援
）
②
県
内
中
小
企
業
か
ら
離

職
者
を
出
さ
な
い
た
め
の
「
先
手
の

策
」
③
「
無
担
保
・
無
保
証
人
」
融
資

目
標
額
を
拡
充
（
経
営
規
模
が
零
細

な
小
規
模
企
業
者
の
支
援
を
充
実
）

【
内
容
】
特
例
措
置
を
設
け
る
資
金
は
、

小
規
模
企
業
特
別
小
口
緊
急
資
金
、

地
場
産
業
活
性
化
特
別
資
金
、
経
済

変
動
対
策
特
別
資
金
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
等
支
援
特
別
資
金
、
経
営
革
新

等
企
業
再
生
支
援
特
別
資
金
、
ハ
イ

テ
ク
・
ハ
イ
タ
ッ
チ
産
業
育
成
特
別

資
金

【
実
施
期
間
】
平
成　

年　

月　

日
〜

13

10

18

業
場
を
訪
問
し
ま
す
。
�
労
働
時
間

制
度
改
善
助
成
金：

労
働
時
間
に
関

す
る
制
度
の
改
善
計
画
を
作
成
・
実

施
す
る
た
め
に
、
外
部
専
門
家
か
ら

具
体
的
な
助
言
・
指
導
を
受
け
た
場

合
に
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

▽
中
小
企
業
長
期
休
暇
制
度
モ
デ

ル
企
業
助
成
金
＝
長
期
休
暇
制
度

（
有
給
休
暇
に
労
働
基
準
法
第
八
十

九
条
第
一
号
の
休
日
を
加
え
て
、
勤

務
を
要
し
な
い
日
が
十
四
日
以
上
連

続
す
る
も
の
）
の
実
施
が
難
し
い
中

小
企
業
で
、
先
行
し
て
長
期
休
暇
制

度
の
円
滑
な
導
入
と
有
効
活
用
の
た

め
の
取
り
組
み
を
行
い
、
そ
の
成
果

を
広
く
社
会
に
提
供
し
得
る
企
業
に

対
し
て
一
定
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

岐
阜
労
働
局
、　

全
国
労
働
基
準

（社）

関
係
団
体
連
合
会
で
は
、
労
働
時
間

制
度
の
改
善
や
長
期
休
暇
制
度
の
導

入
に
取
り
組
む
事
業
主
や
団
体
、
ま

た
、
新
た
に
事
業
を
始
め
た
事
業
主

で
、
就
業
規
則
や
賃
金
制
度
等
の
労

働
条
件
整
備
の
実
施
に
対
し
、
支
援
・

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

▽
労
働
時
間
制
度
改
善
支
援
事
業

＝
�
労
働
時
間
制
度
改
善
研
修：

労

働
時
間
に
関
す
る
制
度
を
改
善
す
る

た
め
の
具
体
的
な
知
識
や
手
法
等
を

習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま

す
。
�
診
断
サ
ー
ビ
ス：

労
働
時
間

の
短
縮
が
進
ま
な
い
現
状
等
を
診
断

し
、
阻
害
要
因
を
把
握
・
分
析
す
る

た
め
に
、
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
事

資
金
で
貸
付
額
一
千
万
円
以
内
、
信

用
保
証
料：

年
〇
・
四
％
〈
無
担
保
・

有
保
証
人
〉
貸
付
額
八
千
万
円
以
内

（
た
だ
し
、
保
証
付
き
の
場
合
無
担

保
保
険
の
範
囲
内
）
信
用
保
証
料：

必
要
に
よ
り　

年
〇
・
五
％

【
貸
付
申
込
先
】
県
内
金
融
機
関
（
一

部
の
金
融
機
関
を
除
く
。）

　

詳
し
く
は
、
県
経
営
支
援
課
・
�

〇
五
八
（
二
七
二
）
一
一
一
一
（
内

線
三
〇
七
六
、
三
〇
七
七
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

従
来
の
六
資
金
に
特
別
措
置

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

岐
阜
労
働
局

平
成　

年
3
月　

日

15

31

【
貸
付
対
象
者
】
中
小
企
業
者
等

【
貸
付
利
率
】
年
〇
・
八
％

【
貸
付
期
間
】
運
転
資
金
・
設
備
資
金

と
も
に
五
年
以
内

【
貸
付
額
等
】〈
無
担
保
・
無
保
証
人
〉

小
規
模
企
業
者
を
対
象
と
す
る
小
口

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


「
個
別
労
働
関
係
紛
争
解
決
制
度
」

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
十
月
一

日
か
ら
の
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解

決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行

に
伴
い
、
岐
阜
労
働
局
及
び
県
内
の

五
つ
の
労
働
基
準
監
督
署
に
「
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
。
職

場
で
の
労
働
条
件
そ
の
他
の
労
働
関

係
に
係
る
紛
争
（
個
別
労
働
関
係
紛

争
）
を
、
迅
速
か
つ
適
正
に
解
決
す

る
た
め
の
無
料
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
『
個
別
労
働
関
係
紛
争
解
決

制
度
』
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決

の
た
め
の
各
種
情
報
提
供
、
労
働
局

長
に
よ
る
助
言
・
指
導
、
紛
争
調
整

委
員
会
に
よ
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
総
務
部

企
画
室
・
�
〇
五
八
（
二
四
五
）
八

一
二
四
、
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
で
。

　

▽
長
期
休
暇
制
度
基
盤
整
備
助
成

金
＝
長
期
休
暇
制
度
の
導
入
に
向
け

て
の
基
盤
整
備
の
た
め
、
年
次
有
給

休
暇
の
計
画
的
付
与
の
た
め
、
年
次

有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与
の
導
入
や

連
続
取
得
の
促
進
等
に
つ
い
て
傘
下

事
業
場
に
指
導
を
行
う
な
ど
、
団
体

的
な
取
り
組
み
を
行
う
事
業
主
団
体

等
に
、
そ
の
事
業
の
実
施
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

▽
労
働
時
間
短
縮
実
施
計
画
推
進

援
助
団
体
助
成
金
＝
時
短
促
進
法
の

労
働
時
間
短
縮
実
施
計
画
の
承
認
を

受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
が
、

労
働
時
間
短
縮
実
施
計
画
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
相
談
・
指

導
等
の
事
業
を
実
施
し
た
場
合
に
、

そ
の
事
業
の
実
施
に
要
し
た
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

▽
新
規
起
業
事
業
場
の
労
働
条
件

整
備
サ
ポ
ー
ト
事
業
＝
新
た
に
事
業

を
始
め
た
事
業
主
で
、
雇
用
や
労
働

条
件
の
管
理
、
労
働
に
関
す
る
法
律

上
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
労
働
基
準

法
や
労
働
条
件
の
管
理
に
詳
し
い
社

会
保
険
労
務
士
等
の
専
門
家
が
会
社

を
訪
問
し
、
実
情
に
応
じ
た
労
働
条

件
の
整
備
等
に
つ
い
て
無
料
で
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
労
働
基

準
部
監
督
課
・
�
〇
五
八
（
二
四
五
）

八
一
〇
二
、
又
は　

全
国
労
働
基
準

（社）

関
係
団
体
連
合
会
岐
阜
県
支
部
・
�

〇
五
八
（
二
六
四
）
九
三
〇
〇
ま
で
。

�
…『
下
請
取
引
適
正
化
に
係
る
講
習
会
』開
催
。詳
し
く
は
、公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
中
部
事
務
所
下
請
課

�
〇
五
二（
九
六
一
）九
四
二
四
、又
は
中
部
経
済
産
業
局
産
業
振
興
部
中
小
企
業
課
・
�
〇
五
二（
九
五
一
）二
七
四
八
ま
で
。



　
〈
九
月
中
〉

6
日　

女
性
部
及
び
女
性
経
営
者
支

援
交
流
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

岐
阜
財
務
事
務
所
地
域
経
済

10
調
査（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

第
2
回
岐
阜
県
新
首
都
交
通

11
計
画
研
究
会（
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
）

　

〜　

日　

白
鳥
親
子
ふ
れ
あ
い
ま

15

16
つ
り（
郡
上
郡
白
鳥
町
）

　

〜　

日　

飛
騨
・
高
山
木
の
ふ
れ
あ

15

20
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
高
山
世
界
生
活

　

日　

第
3
回
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐

20
阜
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
研
修

会（
Ｖ
Ｒ
テ
ク
ノ
ジ
ャ
パ
ン
）

　

〜　

日　

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
先
進

26

27
企
業
視
察（
山
梨
県
）

　

日　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
・
第

27
3
回
調
整
会
議（
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
）

　

日　

第
1
回
業
種
別
使
用
者
会
議

28（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

〜　

日　
　

岐
阜
印
刷
関
連
機
材

29

30

'01

展（
岐
阜
産
業
会
館
）

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

日　

岐
阜
県
産
業
別
最
低
賃
金
専

18
門
部
会
・
合
同
会
議（
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　
　

第　

回
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11

（
岐
阜
産
業
会
館
）

　

日　

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
会

19（
愛
知
県
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　
【
日
時
】　

月　

日　

・　

時　

分

11

18

（日）
13

30

〜　

時　

分　
【
場
所
】各
務
原
市
民

15

30

会
館　
【
テ
ー
マ
】『
世
界
か
ら
見
た

日
本
文
化
』　
【
講
師
】椎
名
誠
氏（
作
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「
第　

回
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬

17

間
」（　

月
1
〜　

日
）の
主
要
行
事

11

10

で
、労
働
関
係
法
令
・
指
針
、今
後
の

雇
用
管
理
の
方
向
性
、先
進
雇
用
管

理
の
事
例
等
の
情
報
提
供
を
行
う

こ
と
で
事
業
主
等
の
雇
用
管
理
へ

の
認
識
を
高
め
、雇
用
管
理
上
の
課

題
改
善
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　

日　
　

時　

分

11

14

（水）
13

30

〜　

時　
【
場
所
】ソ
フ
ト
ピ
ア

16
ジ
ャ
パ
ン「
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
」　

【
内
容
】《
講
演
》『
新
し
い
時
代
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
』・
講
師：

�
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
主
任
研

究
員 
武
石
恵
美
子
氏《
事
例
発
表
》

『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
管
理
改
善
セ
ミ
ナ
ー
』

岐
阜
県
、　
　

世
紀
職
業
財
団
岐
阜
事
務
所

（財）
21

料
】無
料　
【
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
】県
農
林
商
工
部
労
働
雇
用
課
・

�
〇
五
八（
二
七
二
）一
一
一
一
・
内

線
三
一
二
四
、�
〇
五
八（
二
七
二
）

六
四
七
二

　

創
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
、経
営
革
新

に
お
け
る
様
々
な
課
題
等
に
つ
い
て
、

各
専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談
を
行
う

と
と
も
に
、創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
関

す
る
問
題
点
や
新
商
品
・
新
シ
ス
テ

ム
開
発
等
に
お
け
る
問
題
点
を
解
決

し
た
事
例
発
表（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）を

行
い
ま
す
。

　
【
日
時
等
】　

月　

日　

・
県
民
ふ

11

21

（水）

�
�
�
�
�
�
�
�
	



中
央
会
、青
年
中
央
会
の『
青
年
部
講
習
会
』

『
二
〇
〇
一
異
業
種
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ぎ
ふ
』

in

　

県
産
業
経
済
振
興
セ
ン
タ
ー　

他

（財）

　
「
二
十
一
世
紀
の
勝
ち
組
企
業
と

な
る
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に
、県
内
異

業
種
グ
ル
ー
プ
会
員
の
交
流
の
推
進

と
融
合
化
並
び
に
県
内
産
業
の
発
展

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】　

月　

日　
　

時
〜　

時

11

12

（月）
13

19

【
場
所
】県
民
文
化
ホ
ー
ル「
未
来
会

館
」　
【
内
容
】《
第
一
部
》基
調
講

演：

「　

世
紀
！　

ど
う
な
る
日
本

21

の
政
治
と
経
済
」・
講
師：

黒
岩
祐
治

氏（
フ
ジ
テ
レ
ビ
報
道
キ
ャ
ス
タ
ー
）

《
第
二
部
》事
例
発
表：

「
ユ
ニ
バ
ー

家
）　
【
参
加
料
】無
料　
【
申
込
先

等
】中
央
会
・
組
織
指
導
チ
ー
ム
・
�

〇
五
八（
二
七
七
）一
一
〇
二
・
�
〇

五
八（
二
七
三
）三
九
三
〇

サ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」・
�
マ
ル
井
高

井 
代
表
取
締
役 
高
井
美
智
子
氏
ほ

か《
第
三
部
》「
岐
阜
大
学
リ
エ
ゾ
ン

オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
」堂
田
邦
明
教

授（
岐
阜
大
学
地
域
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
長
）　
【
参
加
料
】無
料　
【
申
込

締
切
】　

月　

日　
　
【
申
込
先
】　

10

31

（水）

（財）

岐
阜
県
産
業
経
済
振
興
セ
ン
タ
ー 
中

小
企
業
助
成
課
・
�
〇
五
八（
二
七

七
）一
〇
九
三　

�
〇
五
八（
二
七

七
）一
〇
九
五

中
央
会『
ベ
ン
チ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
の
場
』事
業

個
別
相
談
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

短
時
間
労
働
者
雇
用
管
理
優
良
事

業
所
表
彰
の
受
彰
事
業
所　
【
参
加

れ
あ
い
会
館
、《
第
一
部
》「
個
別
相

談（
何
で
も
相
談
）」９
時　

分
〜　

30

11

時　

分
・
４
F
四
〇
一
会
議
室《
第

30
二
部
》「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」　

時　

分

13

30

〜　

時　

分
・
３
F
中
会
議
室　

15

30

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】中
央
会
・

広
報
振
興
チ
ー
ム　

�
〇
五
八（
二

七
七
）一
一
〇
一
、�
〇
五
八（
二
七

三
）三
九
三
〇


